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　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成20年　3月　11日　(火)
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 転倒・転落アセスメント評価について

木ノ下　ツヨ様・荒屋敷　チエ様・松田　信夫様・大渡　福蔵様・高森　清八様

以上5名まだ評価出ていません。担当NSは早急に提出して下さい。

· 検査伝票について

今後、検査伝票（結果）を三上Drへ提出する際は主治医別に分けて提出するようにしましょう。

· 採血後のスピッツについて

病棟で採血したスピッツは、薬局へおろします。薬局にスピッツ立てがあるので伝票・スピッツの確認をしスピッツ立てに立てて下さい。スピッツを立てる順番はマニュアルに書いてあるので各自確認しておきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 佐々木　たみ様～夫様が昨日東合併症室に入院となりました。本人様が夫が入院して

　　　　　　　　　いることに気付くと帰宅要求や、世話をしたがり精神症状の悪化が予想されます。夫は東病棟で食事を摂取して頂くことになっています。レストランや検査での誘導時はくれぐれも注意して誘導しましょう。

· 大渡　福蔵様～発熱・咳嗽・痰がらみあることから本日昼より抗生剤・酵素製剤

　　　　　　　　　7日分臨時処方となっています。引き続き、バイタルサインのチェック、咳嗽・痰の状態・精神状態・意識状態の観察していきましょう。痰がらみ頻回に聞かれる時は適宜吸引施行し、除去していきましょう。

　　　　　　　　　本日、血液検査指示あり採血施行しています。FAX至急で結果が届くことになっています。届いた結果は、明日の朝一で川端Drのパソコンの前に提出して下さい。

· 三浦　一男様～血液検査の結果、貧血改善されないことから鉄剤2T～4Tへ増量とな

っています。栄養補助食品の継続に伴い、発注し病棟に届いています。明日昼より、前回同様栄養補助食品を経管栄養から補給して行きましょう。

・橋本　　万様～大声で叫ぶこと多い為、精神神経用剤臨時処方となっています。訴えを傾聴し、精神状態観察していきましょう。

· 斉藤　数子様～精神神経用剤（リントン）、抗パーキンソン剤減量し、新しく、精神神　

経用剤（グラマリール）臨時処方となっています。夜間の睡眠状態、独語の有無・日中の過ごし方について観察していきましょう。

· 福田　忠太様～下痢・嘔吐が見られない事から、消化器官用剤飲み切り止めとなって　　　　　　　

　　　　　　　　　います。再度下痢・嘔吐が見られた場合には、感染対策をしっかりとし主治医へ報告し指示を仰ぎましょう。

· 佐々木利男様～発熱あり、抗生剤臨時処方となっていましたが発熱や感冒症状見られ

　ない事から飲み切り止めとなっています。適度に水分補給し、食事の際はむせ込みの有無、口腔ケアの徹底をしていきましょう。

＜口腔ケア評価・検討＞

· 三浦　一男様～まだ、口腔内の汚染・乾燥が見られています。各勤務帯・経管栄養

開始前と終了後には必ず口腔ケア行う様に徹底して下さい。

· 荒谷　正毅様～毎食後、義歯は丁寧に磨く事出来ているが口腔内は声掛けをしないと

磨いていません。声掛け・口腔内の確認し汚染見られる時は介助していきましょう。

· 住吉　鉄男様～声掛けすると自室ですぐに口腔ケアできている。確認時、磨き残しあ

りますが再度声掛けすると丁寧に磨くことできています。引き続き声掛けしていきましょう。

· 久慈　　脩様～毎食前、食後コップを渡すと自分で磨く事できています。誤嚥予防・

食欲増進の為にも食前・食後に洗面所に誘導し口腔ケアをしていきましょう。

· 板垣　富蔵様～口腔ケアしていますが、舌苔に汚染みられています。発熱・肺炎の原　

因になります。口腔内確認し、口腔ケア時介入していきましょう。

· 田中　豊三様～口腔ケア時、拒否強く見られていますがスタッフ2名で対応すると　

介助にて施行できています。衣類をかんだり、手指をなめている

　　　　　　　　　為、口腔内が不衛生となったり、歯の破損の可能性があるので、しっかり口腔内を観察しながら口腔ケア施行していきましょう。

　　　　　　　　　







